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　 　 　 　 　 　 　 　 　 夏・ は じめ に

　 胎児 の 子宮内成長 を 計量的 に モ ニ タ ーし，か つ そ の

maturity 及び well ・bein9 を 評価 し よ うとす る試 み は従

来 よ り多 くの 研究者 に よ り多方面 に わ た り研究 され て 来

た ，最近 の 回 ざま しい 超音波診断法 （A ，B，M モ ード ，

高速走査法の 普及発展 は ，当然 ，産科 ・胎児学 に応用 さ

れ ，有 力 な診 断法 と して の 価値 が認 め られ る に 至 つ た ．

しか し ， 主 と し て 技術的制約及び 実際的応用 の 点か ら，

殆ん ど が 胎嚢及 び 児頭 大 横径 を パ ラ メ ータ ーとした もの

で あ り，IUGR の 場 合や児頭 と児体 との プ 卩 ポ ーシ ョ ン

の ア ン バ ラ ン ス が お こ り得る場合 に は児頭大横径 （以下

BPD と略 す ） とい う一つ の パ ラ メ ーク ー
に とらわ れず

に特定児体部分 な い し 臓器 の 計測値 を 併用 し た方 が ，

fetal　 maturity を 推定す る上 で よ り有益 な情報を提供す

るで あ ろ うと考え る の は 自然の 思考過程 で あろ う，こ の

考え に沿 つ て ，すで に BPD の み な らず胎児胸囲あ るい

は 腹囲 や そ の 他 の 計測値を併用 し て，よ りよ き臨床的指

針に 資せ ん とする試 み も最近 よ うや く行わ れ よ う として

い る，

　そ こ で 本研究 に お い て は ，胎児成長 を 各 trimester 別

に 検討 し，lst　trimester で は 従来通 り胎嚢 の 発育 にお

け る norm の 設立 ，2nd 及 び 3rd　trimester で は 児頭の

他 に ，胸 部及 び 腹 部 断 面 積 の 3 つ の パ ラ メ
ー

タ
ー

に 加

え て ．胎 児 内臓一心 臓，肝臓 ，腎臓，膀胱
一

等 に つ い

て も特定部位 に お け る 断面積あ る い は volume を 測定

し ，更 に は 母 ・児 間 の 重 要 接 点 に て 胎児成長 の
一つ の

determinant とも考 え 得 る胎盤の volumetric 　growth を

も検討 し，、綜合的胎児成長 メ カ ニ ズ ム の 解明，更 に は よ

りよ き産科管 理 の
一

助 た らん とし た ．

　　　　　　　　　 U ・研究方法

　 階調性超音波断層装置 （Aloka　UIR −1型及び SSD 　60

B 型）及び一
部高速 ス キ ャ ン を用 い ， 母体腹壁を介 し児

頭及び 胎児各臓器 を gray　 scale 表示 に よ り描出 し ， そ

れ ぞ れ の 項 で 述 ぺ る 方式 に よ り計測 し た ．対象 は 正常妊

娠及び 以下 の べ る 各種 high−risk 妊娠で ある ．

　 1．　 lst　trimester

　胎嚢 （Gestational　Sac，　 GS ）：Hellman −Kebayashi 方

式 に よ り縦及び 横断像で 最大直径 を 示す GS の x
，
　y，

　 z

方向 の 径 を 測定 し ，そ の 平均値 を得 た ．尚，こ の 時期 に

お け る embryonic な い し early 　fetal エ コ
ー

の 分析は 今

回の 研究発表の 対象 と し なか つ た ．

　 2．　 2nd　 and 　3rd　trimesters

　検査対象 と な つ た部位 ， 臓器 は ， 児頭 ， 胸部 ， 心臓 ，

腹部 ，肝臓 ， 腎臓，膀胱及び 胎盤 で ある ．

　 1） 児頭計測

　 a ）BPD 計測 ：Campbell 法
D

に よ りB モ ード縦断ス

キ ャ ソ に て 児頭 の asynclitism の 程度を 確認して か ら，

そ の 角度 に 合わ せ て 横断ス キ ャ ン を行い midline 　 echo

を 描 出 して か ら直ち に A モ ードに 切 り替え dual　 marker

を一致させ 計測す る digitaI方式 に て 計測値 を 得た ．

　 b ）児頭断面積 の 測定 ； BPD 測定 レ ベ ル に お け る 断

面積を プ ラ ニ メ ー
タ
ー

に よ り測定 し た ．

　2）　胸 部計測

　 a ）胎児心 臓断面積及び 容積 ： Suzuki5） et 　aL の 方法
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に よ D測 定 した ，まず 縦断縁（LS） に よ り心 臓 を 確認 し

thorax の asynclitism の angle を よ く確か め て か ら こ れ

に 合わ せ て 心 臓 の 最大断 面 を示 す 胸 部 横 断像 （TS ）を 得，

心 臓 の 横断面の anterior 及 び pesteri。 r　diameter （a 及

び ・ cm ） を 計測 ・断醢 ・ （・rrlz）　 一・ （；）［（　IM），
額 ・ （・ り 弓 ・ （÷ ）（．1）

a

よ ・ そ 欄 ・の 値

を 算出 し た ．図 1は その 心 臓 ，胸 郭の 断面 を 示す ，

図 1　 胎 児 心 臓 及 び 胸 郭 断 面

　 b ）胸郭断面積測定 （Thoracometry）： h記 の 方法で

心 臓断面 を得 た とき の 胸 郭 断而積は ，そ の anterior 及

び p  sterior 　diameter を c ，　d　 cm とし た とき S （crrlv）

一・ （÷）（1）蜘 ・ よ ・計 軋 た ．

　 c ） HearttChest 　Ratio ：上記方法 よ D得た 心 臓断 曲積

及 び 胸郭断面積 よ 1
）　，胸郭断面 に 占め る 心 臓 の 而 積 ％ を

求 め た ．

　 3）　腹部計測

　 a ） 腹部断 面 積測 定 （Abdominometry ） ： asynclltism

に注 荵 し な が ら得た 胎児腹部の 最大横断面を実物大 に拡

大 し ブ ラ ニ メ ー
タ
ー

に よ り面積測定を 行つ た ，

　 b ）肝臓部分占有率測定 （Liver／Abdomen 　 Ratio）（図

2）： asynclitism に 注意 し な が ら得た 胎児上腹部横断面 に

お い て ，は つ き り umbilical 　 vein 及 び 特長 的 な internal

specklin9 で 示 さ れ た 肝臓部分の 断 而 が 得 られ た場 合 ，

測定 の 対象 と し ，こ の 部分 を プ ラ ニ メ ータ ーに よ り面 積

測定 し ，同
一

断 面 に て プ ラ ニ メ ータ ー測 定 で 得 た 胎 児 腹

部横断面積 に 占め る 肝臓 の 面積％を 求 め た ．

　 c ）Head ！Abdomen 　Ratio ： 前言己D の b ） の 児頭 断面

図 2　 胎 児 肝 臓

図 3　 胎 児 腎 臓

積 と3）の a ）の 腹部最大断面積 との 比を 求 め た ．

　4）　胎児腎臓占有率 （Kidney1Abdomen 　 Rati〔尹）　（図

3 ） ： 胎 児 脊柱 の 左 イ「に 認 め られ る胎 児 腎 臓の 最 大 横断

面 積 を プ ラ r一メ ータ ーに よ り測 定 し，そ の 位置 に お け る

腹部断面 積 に 占め る割合 を測 定 し た ．

　5）　 胎 児 膀胱容量 計 測 （Bladder　 volume ） ： 縦断像 に

お い て 胎 児下 腹部 に 認 め られ る 膀胱 （図 4 ） の 最大 縦径

及 び横断練 に お け る 最 大横径 を 測 定 し Campbell 法
21

に

よ り膀 胱容 量 を 計 算 した ．尚こ の 場 合 ス キ ャ ソ の 際 に み

と め た 拡張膀胱が 縮 小 す る 寸前の 写真か ら容積を 算出 し

た も の で あ る ．
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図 4　 胎児膀 胱

　6）　胎盤容積計測 （Placental　 VQIume ） ： 垣台盤最大径

を 示 す 縦断及 び 横断像 よ り ，
Hellrnan−Kobayashi の 方

法
4 ，

に よ り子 宮内胎盤の 容積 を 算出 した ．

　　　　　　　　11L 　成績 及 び 考察

　 1． 正常妊娠

　1） GS ： 正常妊娠初期 に お け る GS （直径） vs　 weeks

の regression 　lineを図 5 に 示す ．　 GS 直径（mm ）＝5・831

 
6050405020Io

図 5 　GS （normal ）： Diameter

5　　　　6 　　　　1　　　　8　　　　9 　　　　10 　　　　1ト　　　　11 　　　　15

　 　 　 　 　 　 WeekS

xwK −．15．665で 示 され る 如 く Gs 成長率は 5・8mm ！wK

で あ る．Hellman−Kobayas 卜Pl の 米国婦人 に お け る GS

成長率 は 7mm1WK で あつ た が ，い ずれ の 値 に せ よ 6〜

7mm ！WK の 数値 は ， 極 め て 急速 な成長を 示 唆 す る ．

　2） BPD ： まず 正 常妊 娠全 期間 を 通 じて の BPD の

best　fitted　curve とし て の Logistic　 Curve を 示 す （図

6 ）．又 ， 図 7 は ， 妊娠週毎の mean 　BPD ±SD を 示 す ．

まず BPD 　vs 　Weeks の グ ラ フ 作成 に 当 り ，
best　fitted
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図 6 　BPD （normal ）： Logistic　curve

　 Ioo

　 90

　　eo

塁，。

E ・・

臣 5。

　 40

　30

髄
　 20

t！　 　 lq　 　 I6　 　 1B　 　 ！O　 　盟 　 　 24　 　 2E　 　 26　 　 ］O　 　 i2　 　 1辱　 　 56　 　 1B　 　 40　 　4E

　 　 　 　 　 　 　 　 Weeks

図 7BPD （n・ rmal ）

1！　　 1弓　　 16　　 「e　 　 凶 　 　　 　　 　！A　　 2E

　 　 　 　 　 　 　 Weeks

curve の 他 に ，従 来 の 慣習 の 如 く妊 娠 を 前半 と後半 （20

週 ま で 及び 21週 以後）に 分け る 方法 と，lst　trimester （14

週 ま で ），2nd　 trimester 　q5週〜28週），
3rd　trimester （29

週以降）の trimester 別 に 分け て 考え る 方法 とを 検討 し

た ，妊娠全期間を通 じて の BPD の regression 　line は

y ＝ 2．650x − 8．456　（n ＝628，　r ＝0．991，　SE ＝4．6064，　p

＜ O．eol）で あ り，20週 ま で と21週 以 降 とに 分け た 場合

の そ れ ぞれ の regression 　linesは ，

　 （20週以前 ）y ＝ 3．353x − 21・824 （n ；195，　 r＝O・951 ・

SE ＝3．2857，　p＜ O．OOI）

　 （21週以降）　y＝2．241x十 5．417　（n ＝433，　r ＝0．979
，

SE ． 4．0491pp ＜ 0．001）

　図 8 は trimester 別の BPD 　regression 　linesを示 し ，

そ れ ぞ れ高い 相関係数を有 し て い る（P＜ 0・001）．試論 に

よ り最 も妥当 と思わ れ る regression 　Iine は trimester 別

の regressi 。 n 　 lineで あろ う こ とが 示唆 され た こ とと，こ

れ が 臨床的分け方に も合致す る こ とか ら以後 は 主 と して

こ の trimester 別 の regression 　line を 作 成 す る こ と に し

た ．図 8 に み る如 く，2nd　trimester の BPD 　grQwth 　rate

3．260に 対 し 3rd　 tr三mester で は 1．695とス 卩
一ダ ウ ソ し

て い るの が認 め られ る ．
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図 L2　Abdominometry （normaI ）

　 3）　Thoracometry （図 9 ） ： 胎児胸郭の 断面積 と妊娠

週数 との 関係 は ，2nd　trimester で y ・1．747x− 24．226

（r。＝e．814），3rd　 trimester で y ＝1．892x＿28．902 （r＝

0・724） と して の regression 　 lines が 得 られた ．　 Thorax

の 場合 に は 3rd　trimester の 方 が やや成長率が 大 ぎい こ

とが 分 る．

　 4）　Heart 　 voIume （図 10）：心 臓容積は 2nd　trimester

で は y≡0．770x− 11．809，3rd　trimester で ば y＝1．239x
− 24・619で あ v

），3rCl　trimester の 成長率 は 2nd　 trimester

に 比 し 大 きい ．

　 5）　Heart〆Chest　 Ratio　（図11）　：Heart1Chest　 Ratio

は ，多少上 下 は あ る が 全妊娠 期間 を 通 じ て ほ ぼ同 じ割合

（23．4± 1．0％）で あ り， これ よ り胸郭の 成長 と心 臓の 成

長 との 間 に は ，ほ ぼ 平行的関係 が あ る と考 え られ よ う．

　6） Abdominometry （剛 2）：腹部断面積 （cm2 ）は ，

　　2nd　 trimester ：y＝1．839x− 24．106，

　　3rd　trimester ： y＝，2．688x− 42．工31

で growth　rate は 3rd　trimester ＞ 2nd　trimester で あ る，

　7）　Head ！Abdomen 　Ratie （図13）　：BPD レ ベ ル に お

け る 児頭断面積 と 腹 部 最大断面積 の 比 HcadtAbdomen

Ratie の regression 　Iine，　y＝2．442− O．034x を 示 す ，こ

D50
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図 14Liver！Abdomen 　Ratio （no   al ）
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図 15　Kidney1Abdomen 　Ratio （norma1 ）

26　　 2S　　 50　　 5Z　　 i4　　 16　　 i8　　 40　　 42
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れ よ り，正常妊娠 に お い て は Head ！Abdomen 　 Ratio　 lま

20週の 1．76 ： 1 よ り漸減 し42．4週で 1 ： 1 となる こ とが

分 る．

　8）　Liver ！Abdomen 　 Ratio （図14） ： Liver ！Abdomen

Ratio は 全期間を通 じて 横 ば い で ほ ぼ 同 じ割合 （47．9：ヒ

1．94％）を 占め る こ とを 示 し て い る ．

　g）　Kidney！Abdomen 　Rati・ （図15） ： 腎占有率 （％）

は y＝1L859 − 0．154x で 示 され る 如 く妊娠時期が進む

に つ れ て 漸 減 して ゆ く こ とを 示 して い る ．

　10）Bladder　 volume ：Bladder　 volume に つ い て は

　 （2nd　 trimester） y（ml ）　＝0．476x− 4．837 （n ＝10，

r ＝ 0．569，SE コ 1．548
，
0 ．05　＜ p〈 O．1）

　 （3rd　 trimester ）y （ml ） ＝1．623x＿33．487 （n 、43，

r＝0．535 ，SE ＝ 8．059，　 p＜ 0．001）

で Velume 成長率 は3rd　trimester ＞ 2nd　trimester で あ る

こ とが 示唆 され る ．

　11）Placental　volume ：Placental　volume の 　growth

に関 し て 得 た regression 　linesは

　 （lst　trimester）y （rn1 ）＝13．004x − 120．604 （n ＝65，

r＝O．700，SE 言20．483，　p ＜ 0．001）

　 （2nd　trimester ）y（m1 ） ＝＝24．138x− 311．097 （n ＝95
，

r＝0．828，SEt＝67．426，　 p　　O．00正）

　 （3rd　 trimester ）y（ml ）＝12．377x − 51．632 （n ＝52，

r＝0．568
，
SE ＝68．950

，
　 p＜ O．001）

で あ り，2nd　trimester が 最 も成 長 が 速 い こ とを 示 し て

い る ．

　 2．　前置目台盤　（PP ）群

　本研究 に お い て は ，妊娠中 に PP と し て 診断 さ れた

35人 の 妊婦 を follow−up し，35人 中13人 （37．1弩）が

previa の 程度が改善せ ず帝王 切開分娩となつ た が，残 り

22 人 （62．9％）は 漸次程度 が 改善し ， 経腟分娩 とな つ

た ．即 ち

・P … ＜1鸚 d

鑑 ：課）

（ll認，．1。，

以下 の PP の data は ，こ れ ら の CIS　greup 及 び nQn −

C ！Sgroup （VaginaI　deIivery）の 測 定値 に基 づ い て い る．

　 1） BPD

　c！s 及 び non −c！s の 2 つ の グ ル ープ の 2nd 及び 3rd

t「imeste「 別 の BPD 　 regression 　Iinesは ：

　 2nd　 trimester ：

　　 （CIS　group）　y ＝ 2．744x − 7．工82

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝。27

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ＝0．969

　 　 　 　 　 　 　 　 　 SE ≡2．918

　　　　　　　　　 p ＜ 0．001

　　 （nen
−CIS　 greup）y＝3．158x − 18．227

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ； 74

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ．＝O．964

　 　 　 　 　 　 　 　 　SE＝3．592

　　　　　　　　　 p く 0．001

　 3rd　 trimester ：

　　 （C！Sgroup ）　y ＝ 1．714x−i−24．341

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝．61

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ≡0．826

　 　 　 　 　 　 　 　 　SE ＝3．386

　　　　　　　　　 p＜ 0．001

　　（non
−CIS　group）　y ＝ 1．756x十 23．226

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝ 97

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ＝0．899

　 　 　 　 　 　 　 　 　SE．．2．967

　　　　　　　　　 p＜ 0，00正

　 2）　 Ihoracometry

　 C！S 及び non −CIS　group の 2nd 及 び 3rd　trimester の

Thorax 面積 y （cm2 ） vs 　Weeks の regression 　lines は

次 の 如くで ある ．
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2nd　trimester ：

　（C！Sgroup ）　y．．2．055x − 30．063

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ．＝14

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ＝0．766

　 　 　 　 　 　 　 　 SE ＝5．274

　　　　　　　　　 pく 0．OQ正

（non 　C〆S　group ）　y＝2．535x− 42．827

　 　 　　 　 　　 　 　 n ＝20

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r＝0．829

　 　 　 　 　 　 　 　 SE＝4．338

　　　　　　　　　 p＜ O．001

3rd　trilnester．：

　（c ！s　group ）　y＝＝1．8至6x − 22．571

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝35

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ＝0．563

　 　 　　 　 　　 　 SE＝6．493

　　　　　　　　　pく 0．001

　（non −CfS　group）y ＝1．730x − 21．651

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝ ＝50

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ＝e，613

　 　 　　 　 　　 　 SE＝7，270

　　　　　　　　　p＜ 0．001

3）　Heart ！Chest　Rat五〇 （図16）

図 16　Heart！chest　 Ratio 　（placenta　 previa）：c ！s

group　 vs　 n ・ n−C〆S　9．・roup
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　 　 　 　 　 　 　 SE ＝3，195

　　　　　　　　Pく O．OOI

（nen −C〆S　groUP）　y ＝ 2．566x − 37．835

　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝48

　 　　 　 　　 　 　r ＝0．907

　 　 　 　 　 　 　 SE ＝4．759

　　　　　　　　p＜ 0．001

3rd　 trimester ：

　（C！S　group ）　y＝3．336x − 59．17｛

　　 　 　　 　　 　 　 n ＝38

　　 　 　　 　　 　 　 s ＝0．759

　 　 　 　 　 　 　 　 SE ；7．263

　　　　　　　　　p 〈 0 ，001

　（non −CIS　group ）　y ＝3．188x − 54．026

　 　 　 　 　 　 　 　 　 【1＝49

　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ＝0．716

　 　 　 　 　 　 　 　 SE ＝10．104

　　　　　　　　　p 〈 O．OOI

5）　Head ！Abdomen 　Ratio 〔図 17）

図 17　Head〆Abdomen　Ratio（placenta　previa）： C！S

　greup　vs 　non −CIS　group
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　 　 　 　 　 　 　 weeks

　c！s 及 び non −cts　group に お け る Heart！chest　 Ratio

は ， そ れ ぞれ 22，9±2．4％ ，22，6± 1．1％で差 を み とめ な

い ．

　4）　Abdominometry

CIS 及び n 。 n −CIS 　greup の 腹部断面積 y （cmZ ） は 次

の 如 くで ある ，

　 2nd　 trimester ：

　　（C！S　group ）　y＝2．575x− 35．738

　 　 　　 　 　　 　 　　 n ＝．17

　 　 　　 　 　　 　 　　 r＝O．969

　 Head ！Abdomen 　Ratio　 vs　Weeks の regression 　 linesは

次の 如 くで あ る ．

　　 （CIS　group）　y ＝ 2．487＿O．039x

　　 （non −C〆S　group ）　y ＝2．267  一〇．e33x

従 つ て 38．1週 で CXS　group で は こ の 比が 1 ： 1 ， non

C！SgrOUP で は 38．4週 で 1
’
： 1 に 到達す る こ とが 分 る．

　6）　Liver！Abdomen 　 Ratie （図 18）

　 こ の 比 は C／S 及 び nQn −CIS　group とも正常の 場合 と

同様，ほ ぼ横ばい を 示 し ，
C！S　 grouP は 47 ．7± 1．7％，

non −CtS　group は 46．9± 2．8％ で あ つ た ．

　 3．糖尿病 （DM ）

　 1）　 BPD ：6 −　trimesters に お け る regression 　linesは ：
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図 18　hver1Abdomen 　Ratio ： C！S　 vs　 nQn −C 〆S
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図 20Liver ！Abdomen 　Ratie ： DM 　 vs 　 normal
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　 　 　 　 　 　 　 　 Weeks

　　（2nd　trimester ）y ＝ 2．663x − 6」 84 （n ＝ 8，　 r ＝ 0 ．927 ，

SE ＝ 2．407，　 pく O．oel）

　　（3rd　trimester ）y ＝工．988x十 14．工64（n ＝30，　 r ＝0．953，

SE＝1．957，　 p〈 0．001）

それぞれ高い 相関係数 を 有 し ，3rd　trimester で は 2nd

trlmester に比 し 9rowth　 rate がや や ス 旨
一ダ ウ ン す る ．

　 2）　Thoracometry ：2nd　trimester の y （cm2 ） ＝ 2．132

x ＿30．823 （n ＝＝6，r＝＝O．951，　 SE ＝1．853，　p＜ 0．01），3rd

trimester の y＝1．923x− 22．679 （n ＝27，　 r＝0、629，　SE

＝7．732，pく 0．OOI）で ある ．こ れ は ，2nd　trimester と

3rd　trimester の 正常成長率と異な るパ タ ーソ で あ る．

　3）　HeartfChest 　Ratio （図19 ） ： こ の Ratio は 正 常 と

50

20

iO

図 1g　 HeartfChest 　RatiQ 　DM 　 vs 　normal

a4　　　　26　　　　28　　　　10 　　　　誕 　　　　54　　　　16　　　　1e　　　　碍0　　　　42

　 　 　 　 　 　 　 　 Week5

同 じく妊娠期間を 通 じて ほ ぼ同 じ割合 （21．1± 0．8％）

を 占 め て い る。

　4） Abdominometry ： 腹部断面積 （cm2 ）は ，3rd　tri−

mester の y＝3．462x − 56．622 （n＝12
，
　 r＝0，865

，
　 SE ＝

10・548，pく 0・001） で あ り，
こ の 9r・ wth 　rate は 同時期

の 正常の growth　 rate 　 2．688 （y＝2．688x − 42．131） よ り

大 きい こ とが分 る．

　5）　Head ！AbdGmen 　 Ratio ： こ の 比 は ，　 y ＝ 1．782−

0．021x （n ＝ 9，　 r ＝0，759
，
　 SEtO ．111

，
　 p〈 0．05） で 示 さ

．weeks
56　　 4Q

れ る こ とか ら，20週 で 1．36 ： 王，37，2週で 1 ： 1 とな る

こ とが わ か る （正常 で は 42，4週で 1 ： 1 とな る ），

　6）　Liver1Abdomen 　 Ratio （図20） ： こ の 比は ， 3rd

trimester を 通 し て ほ ぼ横 ば い を示 して い る （45．4± 2．3

％）．

　7）　Placental　 volume ： 2nd　 trimester は y （m1 ） ＝

23．276x− 303．771　（n＝＝6，　 r ＝0．896，　SE＝30．939，　p く

0．05），3rd　trimester は y＝．16．410x − 134．000 （n ＝25，

r．＝O．753，SE＝：45．689，　 p〈 O．001） で あ る ．

　4． Nephritis及び Heart　Disease

　 BPD ：Nephritis及び Cardiac　disease に お け る BPD

vs 　Weeks の regression 　linesは

　 Nephritis：

　2rld　trimester ：y＝4．450x − 51．649

　　 　　　 　　　　 　 n 　＝9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ＝O，957

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　SE ＝4．563

　　　　　　　　　　 p＜ O．OOI

　3rd　trirnester ：y＝1．658x十 28．841

　　 　　　 　　　　 　 n ；＝63

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r ＝0．945

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　SE ＝3，054

　　　　　　　　　　 p＜ 0．001

　 Cardiac　disease：

　2nd　trimester ： y＝＝3．816x − 34．873

　　 　　　 　　　　 　 n ＝5

　　 　　　 　　　　 　 r ＝ 0，994

　　 　　　 　　　　 　SE ＝3．356

　　　　　　　　　　 p＜ 0．001

　3rd　trimester ：y ＝1．755x十 23。497

　　 　　　 　　　　 　 n ＝49

　　 　　　 　　　　 　 r ＝ O．981

　　 　　　 　　　　 　SE＝1．390
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1272 シ ソ ポ ジ ウ ム
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　 5，　 SFD

　 l）　BPD ：2nd　trimester は y ＝ 2．742x − 16．780 （n 業

12，r＝．O．631，　SE ．．10．242，　p＜ O．05），3rd　trimester は

y ＝1．482x十 27．545　（n ＝37，　r＝0．627
，　SE ＝5．491，　p＜

O・001） で ，そ れぞれ の 時期の 正 常成 長率 3．260
，
1．695

に 比 し有意差がみ とめ られ た ．

　2） Thoracometry （図21）：正 常群 の 成 長率L892 に対

図21　Thoracometry ：SFD　 vs　 normal
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図 24　Head ！Abdomen 　Ratio （SFD ）

一 ＿

−
　 　 　 　 　 y

＝2．126−OO19x

し，SFD 群 の それは 1．114で有意差を 認 め た ．

　3）　Heart　 volume ：y （mI ） ＝1．140x− 25。841 （n ＝

15
，

r＝0．793，　 SE ＝ 3．567 ，　p ＜ 0．OOI） で ，正 常成長率

（1．124） との 閭 には 有意差 は み とめ られ な か つ た ，

　4）　Heart／Chest　Ratio （隊122） ： 妊娠期 間 を 通 じて ，

05
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：01］eP
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図 22　Heart／Chest　Ratio （SFD ）
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ほ ぼ 同 じ割合 （21．4± 1，3％） を 占め て い る 、

　5） Abdominometry （図23） ： 2nd　trimester の 正常成

長率 1．839に対 し SFD 群 は 1・931，3rd　trimester の 正常

成 長 率2．688 に 対 し SFD 群 は 2．643で あ り，殆 ん ど差 を

み とめ な い ，

　6）　Head ／Abdomen 　Ratio（図24）： こ の 比 は y ；2．128

− 0・019x で 与 え られ る ．従 つ て 4e週 で 1．37 ： 1 ，更 に

計算上 は 59．4週で 1 ： 1 とな る ．

　7）　Liver！Abdomen 　Ratio （図25） ：SFD 群 で は ，こ

謝
誹
5020Io

12　 　 14　 　 E6　 　 1s　　 tO　 　 22Z4 　　26 　　 2e　　 50　　己2　　54 　　6E　　sS　　OO 　　42

Weeks

図25　工iver！Abdomen 　 Ratio ： norma 且vs 　 SFD
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の ratiO は や は り横ぽ い に 近 く41．0± 2．O％e （正 常群 は

47．9± 1．9％）で あ る 、

　8）　Bladder　volume ： SFD 群 で セま，　y （mI ）＝2．
’
010x

− 49．054 （n ＝7，r；O．743，　 SE＝4．977，0，05＜ p 〈 0．1）

で あ り，例 数 の 少 な い こ とか らは つ き り し た こ とは 云 え

な い ．

　9）　Piacental　 volume （図26）　： 2nd　trimester の SFD

群 成 長 率 13．i96 （正 常 群 は 24．i3B），3rd　 trimester の SFD

群 成 長 率8．851 （正 常群 は 12．377）で ，そ れぞれ の 時期
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図26　Placental　Volume ： SFD　 vs 　 normal

、矗

too

teo

12　　 1ら　　 16　　 1巳　　 20 　　22 　　 24　　26 　　28 　　50 　　12　　
’
i4 　　15 　　 18　　辱0　　4Z

　 　 　 　 　 　 　 　 Weeks

に お け る両群 の 成長率 に 有意差 を み とめ た ．

　　　　　　　 互V ・総 括及 び 考 察

　妊娠期間を 3trimesters に分 け ， そ れぞ れ の 時期 に

応 じた 対象 を 測定 し た もの で ，1st　trimesterで は 正 常

GS の み な らず 各種異常状態や fetal な い し embryonic

echoes に つ い て の 解析 も行つ た が ，今 回 の presentatiQn

で は 割愛 し た ．2nd 及 び 3rd　trimesters に お け る計測 可

能 な対象は す べ て 超音波断層法 の 対象 と した が ， 将来 の

多数例 の 異常症例や SFD 例 lt基 づ い た 10ng−term の 研

究が切望 され ， こ れ に 向つ て 我々 も努力 し て い る と こ

ろ で あ る．尚 ， ま とめ と し て 表 1及び 2 に BPD 及び

abdominemetry の formulas を提示 し，regression 　lines

の 比較検討 に 供す る ．図27は n ・ rmal
，
　 SFD

，
　DM に お け

る Head1Abdomen 　Ratio の 比較を 示 し ， こ の 比 が 1 ：

表 1　 BPD 　Fermulas

2nd 　Trimester　 　 　 　 3rd　Trimester

N 〔｝rma1 y＝3 ．260x − 20．369y ＝1．695x ＋ 25，087

SFD y＝2 ．742x − 16．780y ＝1，482x 十 27，545
PP （C ／S） y＝2 ．744x − 7．182y ＝1．714x 十 24，341
PP （non ・C ／S） y＝3．158x− 18．227y ；1．756x十 23，226
Gardiac y＝3 ．816x − 34．873y ＝1．755x 十 23．497
DM y＝2 ．663x − 6．184y ＝1．988x 十 14．164
Nephritisy ＝4 ．450x − 51，649y 富1．658x＋ 28．841

表 2　 Abdomino 皿 etry 　Formulas

　 　 　 2nd 　Trirnester　　 　　 3rd　Trimester

NormaI y＝1．839x− 24．106y ＝2．688x− 42．131

SFDPP

（C ／S）

PP （non
−C〆S）

DM

y＝1．931x− 30．545
y＝2．575x − 35．738
y ＝ 2．566x − 37．835
　　　　　　一

y 罵2，643x − 48．417
y ＝3．336x − 59．174
y ＝3．188x − 54．026
y ＝3，462x− 56．622
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図 27　Head1Abdomen　Ratio
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図28　Growth　Pattern　and 　Ratio
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　Fast

−Siovr　 Type　　　
皇塗 Slo”−Fα 5齒　Type

1 に なる の は 正常群 で 42．4週，SFD 群 で 59．4週 ，　 DM

群 で は 37．2週 で あ り，BPD 測定 とあい ま つ て こ の 比 の

意義 が うか がわれ る ．図28は ，ま とめ とし て 以上 の べ た

正 常胎児 の 各 種計 測 値 の 図 表 化 を 試 み た もの で あ り，図

中 F−SType とは growth　 rate が 2nd　trimester で fast

3rd　trimester で slow とな る パ タ
ー

ン を 意味 し ，BPD 及

び Placentaが こ れ に 入 る（尚 Placenta は lst　trimester を

入れれぽ Sshape で あ る ）．S−F　Type とは ，2nd　trimester

で growth　 rate が siow
，
3rd　trimester で fastで あ る type

で あ り，こ の パ タ ーソ に 入 る も の は Chest，　 Heart

volume ，　Abdomen ，　 Bladder で あ る．各週 Ratio で は

Head1AbdDmen 　Ratio 及び Kidney！Abdomen 　Ratio が 漸

減型，Heart！chest　Ratio と Liver！Abdomen 　Ratio が フ

ラ ッ ト型 で あ る ．こ の 図表化を 多数 の 各種 high　 risk 症

例や SFD 群 に apPly す る こ とに よ り fetal　growth の

異常の 早期発見が，将来可能 とな る で あろ うこ とを 期待

して 結び と し た い ．
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